
魚道改修

位置図

内川砂防えん魚道改修の整備推進

山形県小国町

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

やまがた お ぐ に

うちかわ

事業着手
平成２１年度

●安全で安心な地域づくり

事業の概要
飯豊山系における直轄砂防事業は昭和４２年８月に発生した羽越水害（死者・行方不明者９０人、

家屋被害１１，０９５戸：荒川水系）を契機に実施しています。
砂防えん堤に環境対策として設置した魚道について、河床低下や澪筋の変化などにより魚道とし

ての機能が損なわれている箇所が発生してきているため、魚道の機能回復を図ります。

整備効果
河床低下によって登れなくなった魚道を改修し、砂防えん堤で魚類遡上を円滑化させ自然環境の

回復を図ります。

平成２１年度補正予算の事業内容
魚道改修を推進します。

河床低下により魚道から魚が上れない箇所の
改修を行い機能回復を図る

内川砂防えん堤 H9施工
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事業の概要
阿賀川では堤防高及び堤防断面が不足している堤防が多く、平成１９年度末での堤防整備率は

約３９％と低い状況です。平成１４年７月１１日出水では、はん濫危険水位に達する出水となり、
湯川村佐野目地区の流下能力不足箇所の弱小堤防の解消を図るものです。

整備効果
流下能力不足箇所の弱小堤防部の解消を図るとともに、治水安全度の向上を図ります。

事業着手

平成２１年度

平成２１年度補正予算の事業内容
用地取得及び築堤整備を実施します。

●安全で安心な地域づくり

阿賀川 佐野目地区弱小堤対策の実施

福島県湯川村

（ 新規・完成・主要 ）事業箇所（ 直轄・補助 ）事業

佐野目地区
弱小堤対策区間

阿賀川
阿賀川

宮宮
川川

宮古橋

計画堤防高
1500

5500

5004500500

▽計画高水位

標準横断図

1：2.5

あががわ さのめ じゃくしょうてい

ふくしま ゆがわ
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事業の概要
当該箇所は、会津地方中央部の阿賀川と国道４９号が交差することから、地元自治体では地域

交流の拠点と位置づけ、交流拠点等の整備が検討されています。このことから、阿賀川の良好な
河川空間を利用した多目的広場や親水護岸等を整備することにより、市民との交流および地域活
性化の拠点として、阿賀川に相応しい親しみの場所として機能させるものです。

整備効果
会津盆地の中心に位置している優位性を活かし、自治体が検討している情報発信施設と組み合

わせることにより、会津盆地の歴史、文化、自然環境としての観光資源の一層の有効的な活用が
図れます。

事業着手

平成２１年度

平成２１年度補正予算の事業内容
親水護岸工及び坂路工を推進します。

（ 新規・完成・主要 ）事業箇所（ 直轄・補助 ）事業

阿賀川 佐野目地区地域連携事業の推進

福島県湯川村

●活力を育む地域づくり
●住みよい地域づくり

河川防災ステーション

地域振興施設

（自治体）
会

津
若

松
熱

塩
温

泉

会
津

若
松

熱
塩

温
泉

自
転

車
道

自
転

車
道

会津坂下・河東線会津坂下・河東線 国道国道4949号号((宮古橋宮古橋))

親水護岸工

坂路工（下流）
阿
賀
川

阿
賀
川

佐野目地区

坂路工（上流）

高水敷整正

あ が がわ さ の め

ふくしま ゆがわ

H21補正

H21当初
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

たきさか

事業着手
平成８年度

●安全で安心な地域づくり

滝坂地区地すべり対策の整備推進

福島県西会津町

事業の概要
滝坂地すべりは、新潟県に接する福島県西会津町に位置し、１５０ｈａの面積を有する国内最大

級の地すべりです。
地すべり活動は、明治２１年頃から顕著となって、明治３８年と昭和２４年には集落の人家が移

転するほど大きな動きを見せております。
地すべり対策事業として昭和３３年から福島県が実施し、平成8年度からは直轄で実施しており

ます。

整備効果
滝坂地すべりが移動し、直下流の阿賀川本川の閉塞により天然ダムが形成された場合は、上流

福島県の広大な範囲が湛水し、決壊した場合は、下流の新潟県まで影響があるとされております。
大規模な地すべり対策として、移動の抑制・抑止と共に的確かつ迅速な観測により安全で安心な

地域づくりに資するものです。

平成２１年度補正予算の事業内容
滝坂地すべり北部ブロックGPS設置及び南部ブロックの抑止杭設計を実施します。

ふくしま にしあいづまち

北部ブロック

南部ブロック

阿
賀

川

東西 約1.3
km

・地すべり面積 約１５０ha

・最大すべり深度 約１４０ｍ

南北

約 2.1
k
m

ＧＰＳ設置（観測体制の強化）

抑止工の設計

施設設計
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

みなみあいづぐん ただみ

は ち じ ゅ う り ご え

事業着手
昭和６１年

●安全で安心な地域づくり

国道２８９号 八十里越事業の推進

福島県南会津郡只見町

事業の概要
八十里越は、国道２８９号の新潟・福島県境の通行不能区間の解消を目的とした、延長約11.8km

の事業です。

整備効果
八十里越が開通することにより、以下の効果が見込まれます。
・通行不能区間が解消されます。
・新潟県三条市から福島県只見町間の所要時間が121分→73分と大幅に短縮されます。

平成２１年度補正予算の事業内容
叶津地区の改良・橋梁工事を推進し、災害時の緊急輸送道

路となる本事業の早期整備を目指します。

ふくしま

新潟県

八十里越

至 只見町

７号橋梁 Ｌ＝３３ｍ

至 三条市

９号トンネル
（福島側坑口）
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

位置図

事業着手
平成２０年度

事業の概要
千曲川の立ヶ花下流部は川幅が狭く、無堤・弱小堤が連続しており洪水を安全に流すことができ

ないため、昭和５６年、５７年、５８年と連続した大出水では、大きな浸水被害が生じたことから、
同規模の洪水を安全に流すことを目的に、無堤地区対策を計画的に実施しています。

古牧地区は、平成１６年１０月２０日の台風２３号出水、平成１８年７月１８日の梅雨前線豪雨
出水において浸水被害が発生したことから、再度災害防止に向け輪中堤方式により新規に堤防を整
備することにより、治水安全度の向上を図ります。

なお、中野市では土地利用一体型水防災事業の実施にあたり平成２０年５月に、建築基準法に基
づく災害危険区域の指定を行いました。

整備効果
平成１６年１０月２０日の台風２３号出水、平成１８年７月１８日の梅雨前線豪雨出水で浸水し

た古牧地区において、宅地浸水被害の解消を図ります。

平成２１年度補正予算の事業内容
早期完成に向けて樋門等工事を推進します。

●安全で安心な地域づくり

事業箇所

千曲川

古牧地区水防災事業計画平面図

Ｈ２０まで

凡 例

Ｈ２１実施

Ｈ２１補正

Ｈ２２以降

凡例

浸水予想区域（H.W.L)

凡例

浸水予想区域（H.W.L)

樋門

夜間瀬川

千
曲

川

中野市古牧

夜間瀬川

千
曲

川

中野市古牧

夜間瀬川

千
曲

川

中野市古牧

樋門

千曲川 古牧築堤【土地利用一体型水防災事業】

の推進

長野県中野市
ながの なかの

こまきちくまがわ
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千曲川 中島地区堤防浸透対策の実施

長野県須坂市

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

位置図

ながの すざか

なかじま

事業着手
平成１８年度

事業の概要
千曲川右岸須坂市中島地区では、堤防の浸透に対する安全度が特に低いことから、堤防弱体化の

原因となる堤体浸透水の遮断及び排除を目的とした堤防強化対策を実施します。

整備効果
堤防の浸透に対する安全度を向上させ、千曲川の治水安全度を向上させます。

平成２１年度補正予算の事業内容
築堤及び浸透対策工を実施します。

●安全で安心な地域づくり

事業箇所

H.W.L 1.5m

1:2.0
大型連節ブロック

遮水シート

鋼矢板

フトン篭

リリーフウェル工

堤防定規断面

覆土

漏水対策工の断面図

村山橋

千曲川

Ｈ１８年７月１８日出水時の漏水状況
（当該地区上流の福島地先にて）

浸透対策
700m

築堤
300m

ちくまがわ
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千曲川支川犀川 明科地区弱小堤対策の実施

長野県安曇野市

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

位置図

ながの あずみの

さいがわ

事業着手
平成２１年度

事業の概要
犀川右岸安曇野市明科地区は、堤防高さ及び幅が不足している弱小堤であるとともに直上流で合

流する支川高瀬川等の影響から水衝部となっています。このため、洪水を安全に流すことを目的に、
築堤及び護岸による弱小堤対策に着手します。

整備効果
明科地区において弱小堤部の解消を図るとともに、治水安全度の向上を図ります。

平成２１年度補正予算の事業内容
築堤及び護岸整備を実施します。

●安全で安心な地域づくり

事業箇所

千曲川

松川

八木沢川

犀川橋

高瀬川

犀川

築堤護岸工の断面図

ちくまがわ あかしな

たかせがわ

３００ｍ

築堤護岸 L=300m

犀川

築堤護岸
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事業の概要
釜ヶ渕えん堤の上流右岸は活火山焼岳の影響を強く受けているところであり、急峻で大規模な裸

地斜面が形成されています。この斜面が急激な崩壊を引き起こした場合、河道閉塞の危険性があり、
下流へ与える影響は甚大なものとなる可能性があります。そのため、山脚固定を目的とした護岸工
の整備を行います。

整備効果
護岸を施工することで、山脚固定及び渓岸侵食防止を行い、下流域への土砂流出軽減を図りま

す。

釜ヶ渕上流護岸の整備実施

長野県松本市

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

ながの まつもと

か ま が ふ ち じ ょ う り ゅ う ご が ん

事業着手
平成２１年度

●安全で安心な地域づくり

平成２１年度補正予算の事業内容
護岸工の整備を実施します。

下流側からみた崩壊斜面全景 左岸側からみた崩壊斜面全景

梓川
護岸工

上部斜面に露出する火砕物 位置図

護岸工

釜ヶ釜ヶ渕上流護岸渕上流護岸

松本市松本市

国
道

15
8号
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浦川床固工群の整備推進

長野県小谷村

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

ながの おたり

うらかわとこがためこうぐん

事業着手
平成２０年度

●安全で安心な地域づくり

事業の概要
浦川流域には、明治４４年８月の稗田山大崩壊時に発生した大量の崩壊土砂が現在も大量に堆積

し、大雨等により土石流となって下流に流出して被害を発生させています。また、当該流域は河床
変動が著しく、局所的な河床低下や河岸侵食が見られます。

現在、浦川下流第６号砂防えん堤～浦川スーパー暗渠砂防えん堤間では、河床低下傾向が著しく、
河岸侵食による斜面崩壊や既存護岸の根固め流失等の被害が発生しています。

このまま放置した場合、河床低下の進行により、河岸侵食が進行し、斜面崩壊が拡大する恐れが
あることから、当該箇所に床固工群を整備し、河床の安定並びに斜面の安定を図るものです。

整備効果
河床の安定を図ることにより、下流の集落が土石流等の土砂流出による被害から保全されます。

平成２１年度補正予算の事業内容

床固工の整備を推進します。

姫川流域図

浦川床固浦川床固
工群工群

浦川床固工群全景

浦川床固工群

姫川

浦
川

浦川下流6号砂防えん堤

浦川スーパー暗渠砂防えん堤

浦川第6号床固工

河床低下により既設護岸の根固めが浮いている

河床低下

ひえだやま
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事業の概要
奥飛騨温泉郷には年間１５０万人以上の観光客が訪れ、新穂高地区は穂高岳の登山口であり、新

穂高ロープウェイで自然環境を満喫できる観光拠点としても利用されています。一方で上流域が脆

弱な地質のうえ、多雨多雪な気象条件とも相まって近年においても平成９，１０年と連続して土砂

流出の発生、平成１９年にも直上流で山腹斜面の崩壊、今年の５月には出水により既設護岸背面の

土砂の吸い出しが発生するなど災害が多発しています。

また、新穂高地区を流下している蒲田川は、川幅が狭く宿泊施設等の保全対象が河岸に接近して

いるため土砂流出による被災の危険性が高い地区です。

整備効果
異常な流出土砂をスムーズに流下させることにより、保全対象の安全を確保します。また、観光

地であるため景観、親水性等に配慮しつつ観光インフラの整備を支援し、安全で住みよい地域の創

出を図ります。

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

ぎ ふ たかやま

しん ほ だか けいりゅう ほ ぜん こう

事業着手
平成１７年度

●安全で安心な地域づくり

新穂高渓流保全工の整備推進

岐阜県高山市

平成２１年度補正予算の事業内容
渓流保全工の整備を推進します。

位置図

左俣谷左俣谷

白出沢白出沢

柳谷柳谷

小鍋谷小鍋谷

新穂高渓流保全工新穂高渓流保全工

右俣谷右俣谷

おくひだ しんほだか

左俣谷左俣谷

保
全

対
象

保
全

対
象

右俣谷右俣谷

保
全
対
象

保
全
対
象

左俣谷下流砂防えん堤

右俣谷下流砂防えん堤

右俣２号床固工

蒲田川合流点床固工

蒲田川下流床固工

右俣３号床固工

右俣１号床固工

がまだがわ
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

事業着手
昭和６０年

●活力を育む地域づくり

敦賀港 防波堤の整備推進

福井県敦賀市

事業の概要
敦賀港内の静穏度を確保し、航行船舶の安全や、荷役稼働率を向上させ、効率的な港湾物流を図

るため防波堤（計画延長Ｌ＝1,330ｍ）の整備を実施しています。

整備効果
港内静穏度が確保され船舶の安定運航が可能となることから、効率的な物流機能が確保され、敦

賀港背後地域の経済発展に寄与します。

平成２１年度補正予算の事業内容
防波堤整備を推進します。

ふくい つるが

位置図

敦賀港

〔位 置 図〕

敦賀港

〔位 置 図〕

防波堤

多目的国際ターミナル
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福井港海岸（福井地区）侵食対策事業の推進

福井県福井市、坂井市

（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

ふくい さかい

事業着手
平成１６年

●安全で安心な地域づくり

事業の概要
福井港海岸では、既存護岸前面で侵食が生じており、越波による被災及び護岸背後の陥没被災が

続いています。あわせて、護岸背後の地盤は、地震時には液状化が予想され、現状施設は危険な状
態となっております。このため、海岸護岸が倒壊するような事態が発生した場合は、背後の重要施
設のみならず、周辺海域・海岸を含む広範囲に甚大な被害を及ぼす恐れがあることから、国民の生
命・財産を守り国土保全を図ることを目的として、国による侵食対策、液状化対策を推進していま
す。

整備効果
海岸保全施設背後地への越波被害を防止するとともに、液状化対策により護岸の機能を確保しま

す。

平成２１年度補正予算の事業内容
離岸堤（潜堤）、護岸（改良）の整備推進を図ります。

福
井

港

坂井市

九頭竜川

位置図

福井港

ふくい

離岸堤（潜堤）

護岸（改良）
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業

事業着手
昭和６０年

●活力を育む地域づくり
●住みよい地域づくり

和田港 尾内緑地整備の促進

福井県おおい町

事業の概要
和田港尾内(おない)地区では、若狭地方の自然と歴史等を背景に作成した「和田港コースタルリ

ゾート整備構想」を受け、通年型観光拠点として「わかさ大飯(おおい)マリンワールド（愛称：う
みんぴあ大飯）」の整備を福井県、おおい町、3セクが協力し進めています。
この尾内地区において、快適で質の高い港湾環境を形成し、人々の交流、レクリェーションの場を
創出する緑地の整備を行うものです。

整備効果
緑地の整備により、市民や来園者に開かれた海や自然に親しむことが出来る豊かな緑地空間が創

出されます。また、緑地内に建設される県立児童館と一体的な利用により、自然とふれあいながら
楽しく学習することができます。

平成２１年度補正予算の事業内容
芝生広場等の整備を実施し、事業を促進します。

ふくい

うみんぴあ大飯

緑地

位置図

和田港

77




